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＊　今　月　の　税　金　＊

町　県　民　税（I　期分）　6月25日まで

税金は町づくりの源、納税に御協力下さいo

遠
　
賀
　
町
　
の
　
風
　
景
　
（
そ
の
5
）
　
上
別
府
土
取

左
の
建
物
は
、
5
月
2
6
日
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
遠
賀
静
光
園
。

こ
の
施
設
は
、
全
国
的
に
も
遜
色
の
な
い
、
名
実
と
も
に
老
人
ホ
ー
ム
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。



第蝕4号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（2）

20歳になったら国民年金に加入しましょ　う。

国
の
選
挙
は
、
政
党
や
候
補
者
に
と

っ
て
は
、
国
民
か
ら
、
審
判
を
う
け
る

も
の
で
あ
り
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
主

権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
り
ま
す
。

特
に
今
回
の
選
挙
は
、
衆
・
参
両
院

同
時
選
挙
と
い
う
今
ま
で
の
歴
史
に
な

い
も
の
で
、
ま
た
0
0
年
代
の
日
本
の
方

向
を
決
定
す
る
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。

候
補
者
の
政
見
を
よ
く
確
か
め
て
、

政
策
と
人
物
を
よ
く
見
き
わ
め
て
あ
な

た
の
自
兇
あ
る
一
票
で
立
派
な
議
員
を

国
会
に
送
り
ま
し
ょ
う
。

と
か
く
国
の
選
挙
は
地
方
選
挙
に
比

較
し
て
関
心
が
薄
い
よ
う
で
す
が
、
国

の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
意
義
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
「
豊
か
で
平
和
な

住
み
よ
い
日
本
」
を
つ
く
る
と
い
う
立

場
に
立
っ
て
、
自
覚
と
賓
任
あ
る
枝
葉

を
し
て
、
主
権
者
と
し
て
の
権
利
と
義

務
を
果
し
ま
し
ょ
う
。

t
柱
に
対
す
る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ

ー
尊
の
掲
示
禁
止
に
つ
い
て

釆
た
る
6
月
鎌
田
施
行
の
衆
・
参
両

院
選
挙
の
「
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
等
の
態

柱
へ
の
掲
示
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

選
挙
に
お
い
て
も
お
断
り
し
て
き
ま
し

た
が
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
宙
柱
に
掲
示
さ

れ
ま
す
と
砥
柱
の
保
守
作
業
の
と
き
、

汚
染
、
破
顔
等
に
よ
り
候
補
者
の
皆
様

に
非
常
に
迷
惑
を
お
か
け
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
ま
た
当
社
の
保
守
作
業
に
も

支
障
を
き
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
の
選
挙

に
お
き
ま
し
て
も
従
来
ど
お
り
選
挙
用

ポ
ス
タ
ー
等
の
醇
桂
へ
の
掲
示
は
、
は

り
付
け
、
打
ち
か
け
、
立
ち
か
け
等
そ

の
態
様
を
問
わ
ず
お
断
り
し
だ
い
と
思

い
ま
す
の
で
事
情
ご
賢
察
の
う
え
、
関

係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す。※
　
選
挙
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

前
号
3
ペ
ー
ジ
の
選
挙
人
名
簿
縦
覧

（
新
線
登
録
骸
当
者
）
の
記
事
中
「
引

続
き
3
ケ
月
以
上
」
の
字
句
を
「
引
締

き
本
年
5
月
2
8
日
ま
で
」
と
訂
正
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父

母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

金
請
求
に
つ
い
て

戦
没
者
の
婆
及
び
父
母
等
で
次
の
特

別
給
付
金
支
給
法
該
当
者
で
、
ま
だ
話

求
さ
れ
て
な
い
方
は
、
時
効
日
ま
で
に

請
求
し
な
け
れ
ば
諮
求
橘
が
消
滅
し
ま

す
。
末
頚
求
の
方
は
早
急
に
請
求
下
さ

い。一
、
戦
没
者
等
の
要
に
対
す
る
特
別
給

付
金
支
給
法

◎
改
正
法
第
4
5
号

再
婚
解
消
期
限
の
延
長
（
昭
和
2
1
年

2
月
1
日
～
昭
和
2
8
年
7
月
3
1
日
）

に
よ
り
臓
和
5
1
年
1
月
1
日
遺
族
年

金
遺
族
給
与
金
の
受
給
櫛
を
取
得
し

た
者

〇
時
効
目
　
昭
和
粥
年
9
月
5
0
日

o
給
付
金
　
柳
万
円

◎
改
正
法
第
2
2
号

昭
和
棉
年
3
月
3
1
日
以
前
に
死
亡
し

た
戦
傷
病
者
等
の
譲
で
、
戦
傷
愛
特

給
（
3
号
）
の
受
給
櫛
を
取
得
し
、

昭
和
5
2
年
1
月
1
4
日
に
お
い
て
遺
族

年
金
等
受
給
中
の
者

0
時
効
目
　
昭
和
弱
年
1
月
1
3
日

。
給
付
金
　
0
0
万
円

二
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法

◎
改
正
法
第
億
号

再
婚
解
消
父
母
に
係
る
改
氏
婚
解
消

期
限
の
延
長
（
昭
和
2
1
年
2
月
l
日

－
昭
和
2
8
年
1
月
3
1
日
）
に
よ
り
昭

和
5
1
年
7
月
1
日
適
族
年
金
、
遺
族

給
与
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
者

〇
時
効
目
　
昭
和
5
5
年
9
月
5
0
日

。
給
付
金
　
1
0
万
円

◎
改
正
法
第
6
4
号

父
母
特
給
「
ほ
」
号
該
当
者
で
昭
和

5
2
年
m
月
1
日
遺
族
年
金
、
遺
族
給

与
金
を
受
給
し
て
お
り
同
氏
の
子
、

孫
が
な
い
者

0
時
効
目
　
昭
和
5
5
年
9
月
5
0
日

o
給
付
金
　
0
0
万
円

戦
傷
病
者
等
の
雲
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
に

つ
い
て

次
の
特
別
給
付
金
は
、
本
年
1
月
1
4

日
で
、
時
効
が
完
成
い
た
し
ま
す
。
該

当
者
は
、
謝
求
時
期
を
失
し
て
、
権
利

を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ご
注
意

下
き
い
。

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
ろ
特
別
給

付
金
（
継
続
3
1
3

○
法
律
番
号
　
　
改
正
法
第
2
2
号

○
公
布
年
月
日
　
昭
和
5
1
年
5
月
1
8
日

○
適
用
年
月
日
　
昭
和
5
2
年
1
月
1
4
日

○
施
行
年
月
日
∴
昭
和
5
2
昨
1
月
1
4
日

○
時
効
完
成
年
月
日昭

和
弱
年
1
月
1
4
日

〇
円
溶戦

傷
萎
特
給
（
3
口
髭
の
受
給
権

を
取
得
し
、
昭
和
5
2
年
1
月
1
4
日

に
お
い
て
傷
病
恩
給
等
受
給
中
の

戦
傷
病
者
等
の
安
。

増
加
恩
給
・
障
害
年
金
等
1
歌
症

以
上
…
…
　
　
…
‥
‥
5
0
方
円

傷
病
年
金
・
陪
審
年
金
等
2
款
症

か
ら
5
款
症
…
・
…
…
1
5
万
円

技
能
士
通
信
講
座

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
働
い
て
い

る
人
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
門
的
知

識
を
習
得
で
き
る
譜
座
を
潤
い
て
い
ま

す。▽
訓
練
科
　
機
械
加
工
科
、
板
金
科

配
管
科
な
ど
2
9
科
白

▽
期
　
間
　
1
年
間
（
い
つ
で
も
受
付

けます。）

修
了
者
に
は
受
離
し
た
訓
練
科
に
対

応
す
る
技
能
検
定
職
理
の
学
科
試
験
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

受
諾
寮
内
及
び
く
わ
し
い
こ
と
は
八

嚇
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
　
電
話
0
9

3
（
6
4
1
）
6
9
0
9
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
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た　ば　こ　は　町　内　で　買　い　ま　し　ょ　う

〝
住
宅
や
住
宅
用
地
を

取

得

さ

れ

た

方

へ

〟

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
宙
が
改
正
　
「
軽
減
の
対
象
と
な
る
新
築
住
宅

さ
れ
ま
し
た
。
取
得
し
て
か
ら
0
0
日
以
　
　
（
購
入
し
た
新
築
未
使
用
住
宅
を
含

内
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
。
　
　
　
　
　
む
。
）
と
そ
の
敷
地

◎
　
土
地
や
家
屋
を
取
得
さ
れ
ま
す
と

不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
一
定
の
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取

得
し
た
場
合
は
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ます。

◎
　
こ
の
軽
減
の
取
扱
い
が
、
昭
和
弱

年
度
の
地
方
税
法
の
改
正
で
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
、
住
宅
や
住
宅
用
地

に
つ
い
て
は
、
昭
和
弱
年
4
月
1
日

以
降
の
取
得
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
住
宅
の
新
築

に
つ
い
て
は
、
昭
和
弱
年
7
月
1
日

以
降
の
新
築
に
よ
る
取
得
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
）

◎
　
改
正
後
の
軽
減
措
置
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

の
新
築
住
宅
…
…
「
特
例
通
用
住
宅
」

で
あ
る
場
合
（
次
の
説
明
を
参
照
し

て
下
さ
い
。
）

㈲
新
薬
住
宅
の
敷
地
…
…

①
取
得
し
た
日
か
ら
2
年
以
内
に
、

そ
の
上
に
「
特
例
通
用
住
宅
」
を

新
築
し
た
抱
合

②
取
得
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
の

「
特
例
適
用
住
宅
」
を
新
築
し
て

い
た
場
合

⑧
新
築
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
の

「
特
例
適
用
住
宅
」
で
あ
る
土
地

付
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
建
売
住

宅
な
ど
）
を
取
得
し
た
場
合

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

住
宅
を
い
い
ま
す
。

「
特
例
適
用
住
宅
」
と
は
…
…

用
床
面
積
が
1
6
5
㍍
以
下

㈲
価
格
（
評
価
額
）
が
l
ガ
当
り
8
7

0
0
0
円
以
下

的
　
評
価
額
と
は
固
定
資
産
評
価
基
轡

に
基
づ
い
て
評
価
し
た
価
額
で
あ

っ
て
、
実
際
の
建
築
工
事
費
や
購

入
代
金
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
軽
減
の
対
象
と
な
る
中
古
住
宅
と

そ
の
敷
地

S
中
古
住
宅
…
・
・
「
既
存
住
宅
」
で
あ

ろ
抱
合
（
次
の
説
明
を
参
照
し
て
下

さい。）
①
取
得
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
に
、

そ
の
上
に
あ
る
「
既
存
住
宅
」
を

取
得
し
た
場
合
（
「
既
存
住
宅
」

で
あ
る
土
地
付
中
古
住
宅
を
取
得

し
た
場
合
を
含
む
。
）

⑤
取
得
し
た
目
前
1
年
以
内
に
そ
の

上
に
あ
る
「
既
存
住
宅
」
を
取
得

し
て
い
た
場
合

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

中
古
住
宅
を
い
い
ま
す
。

「
既
存
住
宅
」
と
は
…
…

住
宅
の
条
件

㈲
新
築
さ
れ
て
か
ら
1
0
年
以
内
の
住
宅

㈲
床
面
横
が
仰
枕
以
上
1
6
5
が
以
下

㈲
価
格
（
固
定
資
産
課
税
台
帳
登
録
価

格
）
が
1
㍍
当
り
7
7
、
0
0
0
円

以
下

売
主
瑞
主
の
条
件

㈲
売
主
が
3
年
以
上
所
有
し
、
か
つ
売

却
日
以
前
2
年
以
内
に
居
住
し
て
い

た
こ
と

㈲
鰻
主
が
蠍
入
日
以
前
1
年
以
内
に
自

己
の
所
有
す
る
住
宅
に
居
住
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と

三
、
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
住
宅

や
住
宅
用
的
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

取
得
し
た
日
か
ら
0
0
H
以
内
に
「
不

動
産
取
得
税
由
佳
香
し
を
福
岡
県
若

松
財
務
部
務
所
へ
娃
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
一
、
の
㈲
新
築
極
宰
及
び

の
新
築
住
宅
の
敷
地
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
山
雀
欝
の
提
出
は
昭
和
5
5
年

7
月
1
日
以
降
の
取
得
分
か
ら
必
要

と
な
り
ま
す
。

軽
減
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。
住
宅
（
露
程
標
準
の
特
例
）

用
「
特
例
適
用
住
宅
」
…
…
価
櫛

（
評
価
額
）
か
ら
二
戸
に
つ
き
3

5
0
万
円
を
控
除
（
説
額
で
1
0

5
、
0
0
0
円
の
軽
減
）

㈲
「
既
存
住
宅
」
　
…
∴
新
築
さ
れ
た

年
次
に
応
じ
価
格
（
固
定
資
産
課

税
台
帳
登
録
価
格
）
か
ら
1
5
0

万
円
、
2
3
0
万
円
又
は
3
5
0

万
円
を
控
除
（
説
額
で
4
5
、
0

0
0
円
、
6
9
、
0
0
0
円
又
は

1
0
5
、
0
0
0
円
の
軽
減
）

住
宅
用
地
（
誠
顕
）

税
額
か
ら
次
の
㈹
又
は
㈲
の
い
ず

れ
か
多
い
金
額
を
軽
減

0
4
5
、
0
0
0
円
　
（
税
額
が
4

5
、
0
0
0
円
未
満
の
と
き
は
、

そ
の
税
額
）

㈲
土
地
の
価
格
（
固
定
資
産
課
税
令

嬢
登
録
価
格
）
の
1
㍍
当
り
価
格

×
住
宅
の
延
床
面
談
の
2
倍
（
2

0
0
証
を
限
度
）
×
税
率
（
3
％
）

◎
　
巾
告
辞
の
用
紙
は
楠
岡
県
砦
松
財

務
謡
務
所
階
梯
課
及
び
遠
賀
叫
役
鋤

税
務
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
財
務
部
務
所
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

水
の
犠
牲
に
な
ら
な
い

た
め
の
1
1
か
条

水
に
お
ぼ
れ
る
原
因
を
み
る
と
、
初

心
者
は
深
み
に
は
ま
る
、
急
に
冷
い
水

に
は
い
っ
て
心
臓
麻
痺
を
還
す
、
と
い

う
場
合
が
多
く
、
少
し
泳
げ
る
よ
う
に

な
る
と
、
自
分
の
実
力
を
過
信
し
て
沖

ま
で
泳
ぎ
出
し
、
疲
労
や
け
い
れ
ん
を

起
こ
す
と
い
っ
た
例
が
多
く
、
小
さ
い

子
供
の
事
故
で
は
、
親
が
ほ
ん
の
少
し

日
を
は
な
し
た
す
き
に
お
ぼ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
今
年
の
夏
は
、

水
の
犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め
I
C
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
し
、
水
難
謡
故
ゼ
ロ
の

記
録
を
樹
出
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
蒋
項

1
　
病
気
の
人
、
体
調
の
愁
い
人
は
泳

が
な
い
。

2
　
地
形
や
潮
流
な
ど
知
っ
て
泳
ぐ
。

3
　
安
全
区
域
外
で
泳
が
な
い
。

4
　
一
人
で
泳
が
な
い
。

5
　
滴
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
。

6
　
食
後
す
ぐ
泳
が
な
い
。

7
　
長
時
間
続
け
て
泳
が
な
い
。

8
　
水
深
を
確
か
め
ず
飛
び
込
ま
な

い。
9
　
急
に
冷
た
い
水
に
入
ら
な
い
。

1
0
　
監
視
員
の
指
示
や
プ
ー
ル
の
規
則

に
従
う
。

Ⅱ
　
準
備
体
操
を
必
ら
ず
行
っ
て
か
ら

泳く。
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昨年8月町盆踊り大会にてバザー

（とうもろこし焼きの一コマ）

明るい選挙はわたしたち一人一人の手で

〔

☆
‥
・
喰
撮
第
2
4
2
‥
弓
で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
熊
襲
、
次
の
サ
　
　
☆

☆
…
：
－
ク
ル
か
ら
募
集
の
要
項
が
来
ま
し
た
の
で
布
製
の
サ
ー
ク
・
☆

☆
　
　
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
　
…
・
☆

背
年
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
青
年
会
で
燃
や
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
昔
年
の
請
年
に
よ
る
昔
年
の
た

め
の
会
で
す
。

▽
例
会
日
　
毎
過
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
∴
所
∴
謹
賀
町
公
民
館
別
館

▽
対
∴
象
　
1
8
才
以
上
の
男
女

▽
会
　
致
　
年
間
3
、
0
0
0
円

▽
会
員
数
　
目
名
（
男
性
7
名
・
女
性

4
名
）

▽
申
込
先
　
上
別
府
　
高
杢
広
葉

砥
括
（
3
）
0
3
9
6

日
本
郷
土
民
謡
協
会
　
蕊
永
会

子
供
民
謡
教
室

近
々
子
供
民
謡
教
室
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
中
学
生
以
下
の
男
女
で

年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
宅
の
お
子
様

を
将
来
明
る
い
性
根
を
持
つ
良
い
了
に

育
て
ま
し
ょ
う
。
誇
っ
て
御
参
加
下
さ

い
。
日
時
・
会
場
等
は
後
口
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
す
ぐ
御
用
込
み
下
き
い
。

▽
申
込
先
∴
遠
輩
出
　
田
中
蕗
次

通
話
（
3
）
0
0
3
4

小
笠
原
流
煎
茶
ク
ラ
ブ

毎
日
の
難
し
の
中
で
、
も
っ
と
お
い

し
く
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
練
習
日
　
毎
週
土
職
日
・
火
咽
口

∇
時
　
間
　
9
時
－
1
2
時

▽
場
∴
所
　
中
央
公
民
館
別
館

▽
対
　
象
　
性
別
・
雄
令
を
と
わ
ず

▽
会
　
談
　
3
、
0
0
0
円

▽
申
込
先
　
鬼
津
　
半
田
富
美
手

指
話
（
3
）
　
4
5
2
5

ま
た
は
、
教
育
委
員
会
に

お
冠
話
下
さ
い
。

琴
・
三
弦
（
地
唄
）
教
室

な
に
か
と
せ
ち
が
ら
い
昨
今
、
う
ろ

お
い
を
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

現
存
、
古
典
問
か
ら
新
帖
と
巾
広
く

又
、
鍛
し
い
指
導
の
も
と
、
楽
し
く
輝

い
て
い
ま
す
。

▽
お
け
い
こ
日
∴
郁
週
火
曜
日

▽
時
　
岡
　
1
8
時
5
0
分
－
2
0
時
0
0
分

∇
場
　
所
　
遠
賀
町
公
堤
館
別
館

▽
対
　
象
　
年
令
闘
わ
ず

∇
申
込
先
　
述
賀
川
　
榔
用
典
子

破
（
3
ヽ
　
1
2
3
8

お
ん
が
短
歌
会

お
ん
が
短
歌
会
で
は
月
一
同
北
九
州

短
歌
協
会
々
長
浦
中
端
浬
先
生
を
お
迎

え
し
て
勉
強
会
を
捌
い
て
い
ま
す
。
原

型
者
は
ど
し
ど
し
御
世
込
下
さ
い
。
初

心
者
大
欲
過
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
月
一
回
（
日
岡
目
し

▽
時
　
間
　
1
3
時
－
1
7
時

▽
場
　
所
　
連
鎖
町
公
臓
館
別
館

∇
対
　
象
　
性
別
・
年
齢
問
わ
ず

▽
会
　
錐
　
月
1
、
0
0
0
円

∇
申
込
先
　
木
守
∴
白
石
一
夫

砥
話
（
3
）
1
2
8
6

遠
賀
弥
生
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
愛
好
者
募
集
／

▽
日
　
時

▽
揚
∴
所

▽
会
∴
都

▽
申
込
先

月
職
‖
・
金
脇
目
い
ず
れ

も
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
0
0
分

速
賀
中
学
校
体
育
館

月
　
5
0
0
円

浅
水
校
医
　
宙
的
確
実
了

龍
諦
（
3
）
2
7
6
0

出
門
校
区
　
矢
崎
政
子

雌
話
（
3
）
3
1
3
2

払
渡
校
区
　
原
　
麻
美

砧
訴
（
3
）
4
0
0
9

詩

吟

同

好

会

▽
練
習
日
　
毎
週
月
椰
L
i

▽
時
∴
圃
　
1
9
瞭
∵
（
2
1
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
毎
月
2
、
0
0
0
日

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
役
場
内
i
　
薬
市
花

講
話
（
3
）
1
2
3
4

遠
賀
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

？
男
∴
子
∴
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以

上
の
ガ

マ
攻
。
子
∴
町
内
私
心
の
中
学
郊
業
～

2
9
才
ま
で
の
力

▽
マ
マ
さ
ん
∴
町
内
在
任
の
2
5
才
以
」

の
既
婚
女
靴

マ
マ
さ
ん
　
火
耽
、
土
搬

時
間
は
男
子
と
同
じ

▽
練
習
会
場

男
子
　
高
間
中
半
絞
体
育
館

女
子
　
日
脚
∴
広
漉
小
学
校
体
育
館

水
曜
∴
杭
囲
小
学
校
体
育
館

マ
マ
　
広
波
中
辛
肢
体
脊
飾

▽
会
費
　
月
　
5
0
0
口

▽
入
部
申
し
込
み

甫
接
、
会
場
に
お
い
で
い
た
だ
く
か

次
の
所
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

男
子
　
案
和
徳
∴
届
（
3
）
1
2
3
4

枚
（
3
）
　
1
5
2
5

女
子
∴
草
庵
見
安
了
（
3
）
0
1
6
9

マ
マ
　
志
賀
　
膝
恕
（
3
）
　
3
5
6
3

▽
搬
習
日
時

男
子
　
水
駆
、
余
暇

約
分
ま
で

女
子
　
月
曜
、
水
曙

1
9
時
－
2
1
時

時
間
は
男
子
と
圃
じ

史
跡
見
学
の
お
さ
ぞ
い

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
本

年
よ
り
隔
月
こ
と
に
、
遠
費
用
周
辺
の

史
跡
め
く
り
を
計
離
し
て
お
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
自
由
参
加
で
き
ま
す
の
で

気
軽
に
お
集
り
下
さ
い
。

▽
目
∴
鵬
　
6
月
1
5
日
（
日
曜
日
）

▽
見
学
地
∴
輩
出
町
肉
史
跡
め
く
り

∇
集
合
場
所
　
芦
屋
小
学
校
綱
バ
ス
停

9
時
5
0
分
集
合

▽
コ
ー
ス
　
民
俗
資
料
館
ほ
か
史
跡
散

歩
、
現
地
解
散
1
2
時
予
定

※
パ
ス
利
用
の
万
は
、
遠
賀
川
橋
バ
ス

停
9
蒔
1
分
を
こ
利
用
下
さ
い
。

▽
連
絡
先
　
虫
生
津
　
日
勤
千
位

電
話
（
3
）
0
4
2
5
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金年民

畿欝
6　月30日
月額　4．000円

●生年月日による期間短描表（鵬鵬4映像の脚二つ宣）

この期動くこ生まれた人

1以前
2　－－

2　　－－i

2　　一一

二∴∴－

2　　－

2　　一一

2　－－

2∴－

暴走行為は、親の責任・町のほ　じ

国

特
例
納
付
期
限
は
あ
と
2
0
日

保
険
料
納
付
が
困
難
な
人
は
免
除
申
請
を

あ
の
と
き
納
め
て
い
た
ら
と
い
う
侮

を
残
さ
な
い
た
め

年
を
と
っ
て
だ
れ
も
が
年
金
を
受
け

ら
れ
る
と
き
、
一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ

て
、
「
あ
の
と
き
納
め
て
い
た
ら
‥
」

と
悔
ん
で
も
も
う
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
こ
の
最
後
の

機
会
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

③
特
例
納
付
の
対
象

国
民
年
金
に
当
然
加
入
す
べ
き
人
の

保
険
料
未
納
期
間

①
特
別
納
付
の
金
額

l
カ
月
に
つ
き
4
0
0
0
円

⑥
納
期
限

昭
和
弱
年
6
月
0
0
口

生
活
が
苦
し
い
か
ら
と
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
な
い
で
お
く
と
、
老
後

の
昨
金
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
の
と
き

の
障
害
年
金
や
母
子
年
金
、
遁
児
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
生
活
が
著
し
く
て
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
除
串
韻

さ
え
し
て
お
れ
ば
格
和
は
保
陣
さ
れ
ま

す
。
7
月
末
ま
で
に
免
除
の
手
続
を
し

ま
す
と
、
4
月
か
ら
来
牢
3
月
ま
で
の

1
年
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な

ど
任
意
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の

免
除
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

限
類

期
料

付
険

納
保

あ
な
た
は
将
来
年
金
を

も
ら
え
る
資
格
が
あ
り
ま
す
か

国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
、
昭
和
5
　
年
数
が
足
り
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
年
金

年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
　
係
に
相
談
く
だ
さ
い
。

い
て
は
、
最
低
溢
年
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金

老
人
医
療
費
受
給
者
証
切
り
替
え
ま
す

も
う
待
っ
た
な
し

昭
和
5
3
年
1
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
老

後
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
救

う
」
国
民
年
金
の
特
例
納
付
は
、
こ
の

6
月
5
0
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
老
後
の
年
金
は
大
丈
夫
で

す
か
。
こ
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す

と
も
う
一
生
涯
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。

だ
け
で
な
く
、
他
の
公

的
年
金
（
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
な
ど
）
を
合

わ
せ
て
努
年
に
な
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
昭
和
5
年

4
月
1
日
以
前
生
ま
れ

の
人
に
つ
い
て
は
、
下

記
表
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
の
年
数
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
将
来
年
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
生
年
月
日

で
は
、
何
年
か
自
分
で

離
愁
し
て
下
さ
い
。

午
年
午
年
年
毎
午
年
午
年
昨
年
年
毎
∴
華

や
で
で
で
で
で
で
や
で
で
で
で
で
で

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

●

i

－

1

《

　

1

－

1

　

1

　

1

－

1

　

1

　

1

4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
4
　
4
　
4

6
1
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
2
3
4
5

正

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

和

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

一
）
　
～
　
～
　
）

2
　
2
　
2
　
（
ツ
ー
2

4
－
．
4
　
4
　
4
　
4

5
5
6
1
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
2
3
4

疑

　

　

　

　

　

　

剛

老
人
医
療
費
受
給
者
調
の
切
り
務
え

を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
受

給
資
雑
著
は
必
ず
手
続
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

∇
日
時
と
対
象
地
区

6
月
2
7
日
∴
∴
∴
∴
高
浜
、
若
松
、

9
時
－
1
6
時
3
0
分
　
鬼
洋
、
尾
崎
、

別
府
、
千
代
丸

6
月
秘
〓
　
　
　
　
透
費
用
、
今
舌

9
時
－
1
2
晴
．
∴
∴
∴
裾
、
新
町
、
旧

俄
、
広
渡
、
松

の
木
、
道
管

6
月
約
日
∴
∴
∴
∴
水
雷
、
浅
水
、

9
時
－
1
6
時
3
0
分
　
東
和
椀
、
老
良

」
別
肺
、
薯
葉

台
、
血
生
薄
、

粟
刷
、
楢
川

▽
場
　
所
　
役
場
正
面
玄
関
入
口

▽
持
参
品
。
保
険
証
（
受
給
対
象
者
の

加
入
し
て
い
る
保
険
羅
）

。印鑑
。
現
在
お
持
ち
の
老
人
慶
繚

評。
・
昭
和
5
4
年
1
月
2
円
以
降

に
転
入
し
た
人
は
、
本
人

配
偶
者
及
び
扶
護
義
務
者

の
5
4
年
分
所
待
証
明
畠
か

源
泉
徴
収
葉
。
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斬新斬新広　　広払鬼松州
町刑町野渡　　波渡部ノ　府

本

暴走行為をしない、させない、見にいかない

老
人
居
室
整
備
資
金

貸
付

福
岡
県
で
は
、
0
0
賎
以
上
の
人
と
現

に
同
居
し
て
い
る
者
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
し
て
い
ろ
者
が
老
人
の
た
め
の
専

用
居
室
卓
増
築
又
は
改
築
す
る
場
合

に
、
必
要
な
整
備
資
金
の
貸
付
け
を
い

た
し
ま
す
。

一
、
貸
付
け
の
申
込
み
が
で
き
る
人

0
　
現
在
0
0
歳
（
申
込
締
切
日
）
以
上

の
老
人
を
同
居
し
て
い
る
か
、
又

は
同
居
し
ま
う
と
す
る
柳
戯
以
上
の

人。
臼
　
県
内
に
引
続
き
1
年
以
上
（
申
込

締
切
は
現
在
）
住
所
を
有
す
る
こ

と。
e
∴
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ

る
人
。
な
お
、
貸
付
け
を
受
け
ろ
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
昭

和
捕
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
工
撃
が
完

了
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方
に
限
り

ます。

二
、
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
工
薄

日
　
貸
付
希
望
者
が
現
に
土
地
、
建
物

を
所
有
し
、
又
は
第
三
者
か
ら
信
用

し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
家
屋
に
老

人
専
用
居
室
を
増
築
、
又
は
改
築
す

る
場
合
。

に
　
つ
　
い
　
て

標
に
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、

既
存
部
分
と
一
休
と
な
っ
て
一
戸

の
住
宅
と
し
て
使
用
す
る
場
合

（
は
な
れ
程
度
）
　
に
限
ら
れ
ま

す。
o
改
築
…
既
存
住
宅
の
一
部
を
と
り

こ
わ
し
、
改
め
て
建
築
す
る
丁

謡
。
こ
の
場
合
、
既
存
住
毛
は
居

室
部
分
を
含
む
一
都
が
残
っ
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

三
、
貸
付
条
件

0
　
貸
付
限
度
額
∴
∴
5
0
万
円

臼
　
利
　
息
　
　
　
年
3
％

㊧
　
償
還
期
限
－
傷
付
け
の
口
の
屈
す

る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
1
0
年
以

内
（
据
罷
期
間
6
ケ
月
を
含
む
）

田
　
償
還
方
法
　
元
利
均
等
に
よ
る
月

賦
償
還

㈲
　
担
保
及
び
保
証
人
　
担
保
は
不

要
、
連
詩
保
証
人
2
名
（
0
0
綾
未
満

の
県
内
居
住
者
で
独
証
の
堂
計
を
維

持
し
、
保
証
債
乾
を
戚
行
で
き
る
能

力
の
あ
る
人
。

四
、
叩
込
手
織

0
　
受
付
期
間
　
昭
和
5
5
年
6
月
l
H

灸
春
の
農
作
業
安
全
合
い
言
葉
》

o
作
業
の
蘭
、
機
械
の
手
入
れ
を
忘
れ
ず
に

÷
開
口
の
作
業
に
傭
え
て
機
械
の
操
作
蒋
復
溜

o
細
口
、
韓
日
、
き
っ
ち
り
安
全
服
装

o
作
業
中
、
千
振
を
乗
せ
る
な
近
づ
け
る
な

o
機
械
の
点
検
エ
ン
ジ
ン
正
め
て

。
疲
れ
た
ら
人
目
を
気
に
せ
ず
一
寸
一
服

・
運
搬
作
業
、
適
職
走
行
よ
そ
見
を
し
な
い
で

。
蛙
作
業
、
急
が
ず
、
懲
ら
す
、
ゆ
っ
く
り
と

。
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
が
部
敵
細
く

。
す
す
ん
で
入
ろ
う
労
災
保
険
に

第
3
回
遠
賀
町
内

囲

碁

大

会

5
日
お
目
9
時
よ
り
広
漉
公
民
館
に

於
て
開
催
、
参
加
者
度
胸
6
段
外
僚
名

が
参
加
。
A
B
C
3
組
に
別
れ
て
リ
ー

グ
織
方
挙
行
、
1
8
時
盛
会
の
内
に
終
了

し醒

∇
受
∴
付

－）試験日

昭
和
掌
紋
進
呈
寧
技
術
着
意
壷

同
和
5
5
年
6
月
2
1
日
I
I
 
V
拭
換
地
　
補
間
等
全
問
7
地
区

A
組
2
殿
以
上

鰻
∴
勝
　
2
故
　
国
両
売
二

準
優
勝
　
2
段
　
丹
　
敬
治

敢
闘
賞
　
3
段
∴
井
口
　
尭

〃
　
　
2
段
　
清
瀬
忠
心

〃
　
　
2
段
　
松
田
栄
二

B
組
　
初
段
－
3
級
ま
で

増
築
又
は
改
築
と
は
次
の
と
お
り

です。
。
増
築
‥
早
存
住
宅
の
存
す
る
敬
地

内
に
お
い
て
、
住
宅
の
床
面
積
を

増
加
す
る
工
事
、
増
築
部
分
は
別

～
昭
和
5
5
埠
7
月
3
1

日

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
係
又

は
県
民
生
部
老
人
福
祉
課
へ
お
問
い
令
　
▽
資
∴
辞

せ
下
さ
い
。

（
1
級
）
　
聞
知
5
5
年
9
月

7
日

（
2
級
）
　
胴
和
粥
仕
9
月

0

°

I

J

半
睡
・
資
格
に
よ
り
造
園

工
事
に
鵬
す
る
一
定
の
実

務
強
酸
年
数
名
石
す
る
〆

＞
申
込
用
紙
販
売
所

九
州
建
設
弘
流
会
（
一
羅

3
0
0
日
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
玄

関
の
ポ
ス
タ
ー
地
示
甥
を
こ
蒐
－
卜
さ

優
∴
勝
　
3
級

堆
健
勝
　
3
級

敢
闘
賞
　
初
段

〃　　1級
〃　　3級

c
組
　
－
鍛
以
下

優
　
勝
　
6
級

準
優
勝
　
1
級

敢
闘
賞
　
4
級

〃　　8緻
〃　　10級

中
野
忠
夫

梅
原
和
義

瀬
戸
映
幸

新
橋
隆
志

萄
岡
里
間

取
原
瀬
顧

問
埼
∴
殺

永
田
∴
朋

川
崎
湖
－

太
田
∴
誼
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選挙約束しま　しよう　　きれいな

花
　
園
　
山

宅
地
造
り
に
忙
し
い
遊
角
地
区
か
ら

老
人
ホ
ー
ム
の
横
を
通
り
、
花
園
向
の

瑞
に
あ
る
納
経
を
登
っ
て
ゆ
く
。

ま
だ
新
ら
し
い
延
命
地
蔵
が
詞
ら
れ

て
い
ろ
あ
た
り
か
ら
山
あ
い
に
細
々
と

し
た
畑
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
は
弥
生
後
期
の
背
銅
鏡

や
、
ひ
す
い
の
匂
l
…
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。
附
迄
に
は
背
の
上
総
片
な
ど
も

出
て
、
居
住
址
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ろ
。

竹
林
の
そ
よ
ぐ
通
を
人
家
の
あ
る
方

へ
下
る
と
丘
の
裾
に
道
祖
神
が
あ
り
、

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
と

「
特
別
措
置
法
」

か
ら
学
ぼ
う

五

周
辺
は
夏
草
が
一

両
に
垂
れ
て
い
る
。

榊
の
若
薬
が
美
く

しい。人
の
姿
は
な
い

が
、
胡
麻
の
陣
が

美
し
く
育
っ
て
い

た
り
、
大
豆
が
た

く
ま
し
く
護
を
伸

ば
し
て
い
る
。
時

々
馬
の
声
が
囲
え

る
が
何
馬
か
わ
か

ら
な
い
。

こ
の
あ
た
り
古

古
い
通
を
思
わ
せ

る。

昆
秒
門
さ
ま
を

ま
つ
る
丘
で
、
請

い
石
段
を
の
ぼ
り

つ
め
た
と
こ
ろ
に

何
体
か
の
石
仏
に

木
洩
れ
陽
が
ふ
り

そ
そ
い
で
い
る
。

こ
こ
か
ら
眺
め

る
と
関
川
の
流
れ

は
、
そ
の
周
辺
を

輩
に
臨
ま
れ
て
、

う
す
赤
い
色
の
岸

頃
が
強
つ
か
あ
っ
て
地
形
も
小
刻
み
に

見
え
ろ
。
少
し
行
く
と
花
園
橋
か
ら
上

っ
た
通
に
出
ろ
。
右
に
ゆ
く
と
迷
地
を

通
り
抜
け
、
黒
橋
と
呼
ば
れ
る
垂
木
線

の
鉄
路
の
上
を
越
す
橋
に
出
る
。
木
々

の
間
や
、
墓
地
の
一
帯
に
古
墳
ら
し
い

地
形
が
見
ら
れ
ろ
。

左
に
畑
の
端
を
通
り
ぬ
け
る
と
、
古

墳
の
あ
る
丘
に
出
る
。
夏
草
の
い
き
れ

ろ
あ
た
り
を
、
そ
れ
ら
し
い
石
を
眺
め

て
林
の
巾
に
入
る
。

が
見
ら
れ
る
。

遠
賀
郡
藩
に
よ
る
と
－
I
I
九
月
七
日

別
府
村
花
園
山
の
別
殿
に
十
八
般
の
船

に
て
曲
事
、
翌
八
日
還
御
あ
り
－
－
と

昔
接
木
と
花
園
の
間
が
海
で
あ
っ
た

か。

こ
の
近
く
の
波
打
と
い
う
地
名
の
輩

が
ふ
と
頭
ほ
う
か
ぶ
。

大
南
風
古
城
の
丘
は
み
ど
り
淡
く

田
の
色
が
日
に
日
に
甫
く
夏
ま
さ
る

（
片
山
花
組
史
）

前
に
も
巾
し
ま
し
た
よ
う
に
、
聞
知

対
策
審
議
会
祭
壇
は
、

と

，

わ

ら

人

だ

い

　

く

う

ー

ゆ

う

　

か

い

り

つ

　

　

　

　

　

く

に

「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ
、
園

と
整
窮
藤
の
酢
軌
で
あ
り
、
剛
廟

に
国
民
的
課
題
で
あ
る
。
」
こ
と
を
強
調

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
政
府
は
、
剛
恥
嫌
疑
雑
談

わ
ー
と
，
し
ん
∴
∴
い
つ
i
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
た
い
か

会
答
申
を
一
風
は
っ
き
り
と
具
体
化
す

る
た
め
に
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
上
目

つ
い
て

は
い
　
　
じ
ふ
ツ
ー
l
く
て
～

第
一
粂
（
ロ
的
）こ

く
み
人
　
　
8
－
1
人
て
ら
〇
人
0
人

「
す
べ
て
の
国
民
に
基
本
的
大
概
の

き
よ
う
倉
，
は
し
よ
う
　
　
　
に
は
人
亡
く
－
り
ん
げ
う
∴
∴
h
：
や

草
有
を
保
障
す
る
日
本
国
選
法
の
理
怠

れ
ら
し
で
さ
　
L
e
か
い
て
e
 
p
O
，

に
の
っ
と
り
、
歴
史
的
・
社
会
的
理
由

に
よ
り
、
繁
藤
慾
簑
離
轟

阻
暑
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
囲

う
は
う
こ
，
e
t
，
ど
ん
た
い
　
～
ふ
，
り
よ
く
　
　
勧
二

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て
行

ご
ネ
タ
b
二
重
い
え
く
じ
r
t
，
∴
－
t
く
り
よ
ブ
ー
ケ

は
う
、
同
和
対
策
事
業
の
目
標
を
明
ら

く
i
ほ
競
＋
－
∴
－
ら
高
i
f
÷
？
o
j
T
f
十
人
　
－
　
　
　
し
」
う
わ

「
国
及
び
地
方
公
共
剛
体
は
、
同
和

．
し
い
3
く
じ
き
よ
う
　
　
じ
大
書
く
　
　
　
　
け
い
か
く
て
も
∴
∴
す
ら
し
ん

対
策
事
業
を
迅
速
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。」

と
’
わ
あ
ん
た
い
　
　
そ
う
8
ゆ
フ
　
轟
い
り
っ

こ
こ
に
は
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決

を
は
か
る
た
め
の
諸
施
策
・
諸
草
葉

l
－
は
ん
で
l
　
　
く
ぼ
∴
∴
D
A
　
　
し
ろ
十
で
ご
て
ん
∴
∴
一
￥

が
、
謎
本
的
に
国
や
県
や
市
町
村
の
責

務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

ム
ー
ら
く
‘
人
だ
い
∴
－
か
い
け

同
時
に
ま
た
部
落
問
題
の
解
決
が
、

こ

く

ふ

ん

　

　

や

a

 

U

 

L

p

た

い

て

ー

　

せ

つ

ゝ

よ

く

国
民
の
貿
務
と
し
て
、
主
体
的
に
郡
樋

に
、
「
同
和
対
策
単
葉
特

へ
つ
モ
ー
〇
日
～
∴
∴
∴
，
i
／
　
　
し
－
÷
’

別
捕
椙
法
」
を
公
布
施
行
し

ぐ

：

た

い

て

き

　

　

し

さ

く

て
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
と

的
に
取
り
組
ま
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
も
求
め
て
い

i
D
，
こ
，
∴
∴
め
い
上

方
向
を
明
示
し
ま
し
た
。

早
2
2
ノ
∴
∴
∴
ピ
ー
へ
〉
　
ら
∴
　
　
　
の
こ

こ
の
法
律
は
、
同
和
地
区
に
残
さ
れ

せ
い
か
つ
小
人
b
t
～
　
き
ん
が
よ
う
　
け
い
ざ
い
　
き
よ
う

て
き
た
堂
活
預
璃
・
産
業
・
経
済
や
救

い
く
義
人
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
∴
あ
く
じ
こ
う
0
人

育
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
の
悪
条
件

せ
つ
も
よ
く
で
l
 
b
ご
て
…
∴
∴
・
薯
こ
ン
　
∴
、
i
㌶
　
て
ら

を
穣
極
的
に
改
善
し
、
新
し
い
近
代
的

ら
い
b
L
o
か
い
．
∴
－
き
い
D
Y

な
地
域
社
会
を
再
建
す
る
こ
と
に
よ
っ

よ

ら

く

さ

ベ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ

つ

だ

い

て
、
部
落
差
別
が
も
た
ら
し
た
実
態
を

な
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
そ
の

ね
ら
い
で
す
。

1
　
0
　
　
－
　
　
0
　
　
－

と
も
＝
D
 
r
い
き
く
じ
き
ふ
う
と
く
Y
つ
そ
ら
は
，

⑤
「
同
和
対
策
弾
薬
特
別
措
超
法
」
に

か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
日
額
を
達

成
す
る
た
め
に
必
欝
な
酪
鵬
精
緻
を
騨

ず
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
地
域
に
お
け

る
緋
離
加
か
籍
鵜
，
勝
報
砂
煙
瀧
の
荻

て

い

抽

ふ

　

ふ

く

し

　

こ

う

じ

よ

l

′

－

，

　

l

 

t

定
及
び
福
祉
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
こ

と
を
日
的
と
す
る
。
一

に
い
∴
∴
出
て
て
∴
ノ
ー
く
ら
ん
∴
∴
や
ら
れ

第
三
粂
（
国
民
の
寅
務
）

e
i
今
へ
∴
∴
∴
ど
う
へ
∵
≡
∵
く
じ
夢
エ
フ

「
す
べ
て
国
民
は
、
同
和
対
策
謡
薬

は

ん

L

 

O

か

い

　

　

　

　

　

と

う

ご

　

　

ー

I

l

人

で

む

の
本
旨
を
理
解
し
て
、
相
互
に
基
本
的

人
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
同
和
対

熊
挑
発
の
郎
瀧
な
難
的
叫
隣
邦
ず
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

ます。

一
　
く
さ
　
へ
ブ
∴
∴
せ
い
じ
　
∴
“
y
曾
で
く

部
落
差
別
は
政
治
の
櫛
力
に
よ
っ
て

せ
い
じ
∴
∴
　
i
り
ん
り
上
で

っ
く
ら
れ
、
政
治
の
筋
力
に
よ
っ
て
拡

大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
郁
朗
の
難
解

で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
教
育
も
ま
た
同

じ
で
あ
っ
て
、
と
も
に
こ
の
責
任
か
ら

逃
れ
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
。

持
切
漕
僧
法
の
中
に
明
示
さ
れ
て
い

ど
，
あ
た
い
き
く
じ
r
よ
う
　
じ
ん
と
く

る
よ
う
に
、
同
和
灼
策
専
業
の
迅
速
か

け
い
か
く
て
l
－
∴
一
＿
い
し
ん

っ
計
画
的
な
推
進
に
つ
と
め
る
こ
と
に

よ
り
、
「
剛
和
胱
鎌
の
戴
鏡
鰍
撃
を
積

極
的
に
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
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一票　の　白　鷺　に　実　る　よ　い　政治

三
種
混
合
予
防
接
種

∇
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

問
診
票
配
付
日

6
月
前
日
～
6
月
2
4
日

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

援
種
　
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

春
の
三
謹
混
合
予
防
接
種

は
今
回
で
終
り
で
す
。

次
回
は
9
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
　
そ
の
他
詳
細
に

関
す
る
こ
と
は
、
5
月
鯨

目
早
を
ご
覧
下
さ
い
。

電
丁

鳩
総
未
満
、
生
保
及
び
町

県
民
税
が
均
等
割
頼
以
下

の
世
帯
の
方
で
接
穂
希
望

者
は
役
場
に
印
鑑
を
持
参

し
無
料
用
の
問
診
票
を
受

領
の
上
、
受
け
て
下
さ
い

児
　
相
　
談

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

∇
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

6
月
鳩
目

受
付
　
9
時
5
0
分
－
0
0
時

役
場
保
健
室

生
後
0
－
6
ヵ
月
の
乳
児

母
子
健
康
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

醇
等
の
相
談

日
本
脳
炎
予
防
接
種

▽
期
　
間

▽
場
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
料
　
金

5
月
2
0
日
～
6
月
2
1
日

町
内
医
院
　
病
院

（
脅
柳
病
院
、
占
部
医
院

村
田
医
院
、
花
野
外
科
）

各
医
院
　
病
院
診
接
時
間

3
歳
以
上
の
人

1
回
に
つ
き
6
5
0
円

▽
接
穂
方
法

▽
持
参
品

▽
そ
の
他

昨
年
受
け
た
人
は
1
回

受
け
て
な
い
人
は
、
2
回

（
1
～
2
週
間
の
間
隔
を

お
く
こ
と
）

印
鑑
、
料
金

朝
体
温
を
計
っ
て
行
く

妊
　
婦
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
6
月
1
3
日
、
6
月
物
日

▽
時
　
間
　
的
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

∇
内
　
容
。
6
月
1
3
日

産
前
、
産
後
の
過
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
健
康
手
腹
交
付

。
6
月
が
目

新
生
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
子
健
康
手
帳
交
付

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
品
　
印
鑑

▽
そ
の
他
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
し
ま

す
の
で
、
必
ず
本
人
が
受

け
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

の
結
果
及
び
洩
れ
者

検
診

o
結
果
通
知

5
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
診
結
果

は
6
月
2
5
日
ま
で
に
通
知
の
な
い
人

は
異
状
あ
り
ま
せ
ん
。
異
常
の
あ

る
人
だ
け
通
知
し
ま
す
。

。
洩
れ
者
検
診

▽
対
象
者
　
町
内
住
民
全
員
（
学
坐

専
業
所
勤
務
者
及
び
6
歳

未
満
児
は
除
き
ま
す
）

▽
期
　
日
　
6
月
泌
日
（
土
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
1
5
分
I
n
時
紬
分

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

∇
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
特
参
品
　
受
診
券
又
は
役
場
か
ら
通

知
の
ハ
ガ
キ

環
境
整
備
に
つ
い
て

水
質
汚
濁
防
止
及
び
河
川
浄
化
の
た

め
新
築
及
び
増
改
築
の
建
物
に
関
し
て

雑
排
水
の
排
出
壁
準
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
を
遵
守
さ
れ
ろ
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

◎
一
般
家
陸
用

①
雑
排
水
処
理
槽
を
殺
植
す
る
こ
と
。

②
次
の
排
水
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

▽
B
O
D
（
生
物
化
学
的
酸
素
瑳
求

亜
）
　
0
0
P
P
M
以
下

▽
S
S
（
浮
遊
物
質
）
　
0
0
P
P
M
以

下

⑧
排
水
放
流
地
区
の
放
流
承
諾
書
を
得

る
こ
と
。

◎
店
舗
、
撃
楽
所
関
係
に
つ
い
て
は
、

別
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

防
衛
庁
職
員
（
事
務
系
・

技
術
系
）
採
用
試
験

▽
試
験
の
親
類
及
び
受
験
資
格

上
綴
甲
種
賦
験
（
大
学
卒
業
種
虞
）

昭
和
2
2
牲
4
月
2
日
－
昭
和
3
4
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
者
。

中
級
賦
験
（
短
大
・
裏
書
卒
＊
程
瞳
）

昭
和
泌
年
4
月
2
日
～
昭
和
紡
年
4

月
l
日
生
ま
れ
の
諸
。

初
級
賦
験
（
東
榎
卒
葉
程
裏
）

昭
和
3
2
年
4
月
2
日
～
昭
和
銘
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
者
。

∇
受
付
期
間

（
上
級
）
臓
和
弱
年
6
月
日
日
～
6

月
約
日

（
中
級
）
昭
和
5
5
年
6
月
日
日
～
6

月
2
0
日

（
初
級
）
昭
和
5
5
年
9
月
同
日
～
9

月
1
9
日

▽
問
い
合
せ
及
び
申
込
先

福
岡
市
博
多
区
憶
多
駅
東
2
の
1
0
の

7
　
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課

人
郵
孫
　
電
話
0
9
2
（
4
1
2
）
2

3
2
1
ま
で
。

交
通
事
故
の
ご
柏
鶴
は
ご
遠
慮
を
く
ど
う
ぞ

平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
羊
ま
で
（
土
隅
田
は
正
午
ま
で
）

専
門
の
相
談
員
か
親
身
に
な
っ
て
ご
相
識
に
応
じ
ま
す

弁
慮
士
糟
糠
日
　
毎
週
金
脈
牛
後
－
時
～
午
後
四
時

社
団
法
人
　
日
本
韻
書
保
険
協
会

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
九
－
一

明
治
生
命
ビ
ル
八
階

小
　
倉
　
調
　
査
　
事
　
務
　
所
　
内

裏
喜
連
∞
聖
日
並
空
目
二
㌔
詔
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昭
和
弱
年
度
　
北
九
州
市
立
玄
海
青
年
の
家

主
　
催
　
事
　
業

玄
海
背
年
の
家
で
は
次
の
郵
薬
を
行

っ
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
さ
れ
る
方
は

面
接
青
年
の
家
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

◎
ソ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
艶
蛭

▽
期
　
間
　
6
月
柳
田
－
6
月
2
9
日

（
2
泊
3
日
）

▽
定
　
員
∴
0
0
名

▽
趣
　
旨
　
ソ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
指
導
に

欠
か
せ
な
い
機
能
や
役
割
な
ど
雅
本

的
知
識
や
技
術
の
修
得
を
は
か
ろ
。

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
諒
睦

▽
期
　
間
　
1
0
月
2
4
日
～
m
月
齢
H

（
2
泊
3
日
）

▽
定
　
員
　
0
0
名

▽
趣
　
旨
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
マ
ナ

ー
や
ス
テ
ッ
プ
な
ど
基
本
的
知
識
と

技
術
の
修
得
を
は
か
る
。

◎
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
実
技
離

座
▽
期
　
間
　
1
月
鍋
日
－
2
月
1
日

（
2
泊
3
日
）

▽
趣
　
旨
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
企
画
・
実
施
で

き
る
指
導
者
の
義
戌
を
は
か
る
。

▽
申
込
及
び
問
い
合
せ

北
九
州
和
瓦
玄
海
青
年
の
家

〒
8
0
8
I
O
l
　
北
九
州
証
岩
松

区
大
字
竹
並
1
2
6
の
2

砥
謡
　
0
9
3
（
7
4
1
）
2
8
0
1

な
お
、
こ
の
塾
業
は
一
人
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
又
開
催
要
項
に
つ
い
て
は

中
央
公
民
館
竃
話
（
3
）
1
3
5
5
に

あ
り
ま
す
の
で
こ
ら
ん
下
さ
い
。

e
国
擬
彊
驚

消
防
設
備
士
試
験
と
準
備
講
習
会

固
執
調
査
の
「
国
易
」
を
、
「
国

の
勢
い
」
ぁ
る
い
は
「
園
の
努
力
」

と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
人

が
、
意
外
に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
誤
り
で
す
。

国
勢
調
杏
と
い
う
言
葉
は
、
も

と
も
と
英
語
の
セ
ン
サ
ス
（
3
亨

S
岳
S
）
の
訳
語
で
す
が
∵
」
れ
も
す

ん
な
り
決
ま
っ
た
あ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
に
落
ち
つ
く
ま
で
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
巡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

年
代
順
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

入
日
根
調
之
法
　
　
明
治
6
年

人
目
大
検
査
∴
∴
∴
明
拾
1
年

現
在
大
別
調
　
　
　
明
拾
1
5
年

民
〓
調
査
　
　
　
　
用
語
2
2
生

国
劫
火
調
査

（
ま
た
は
国
勢
調
査
）
　
明
洛
2
6
年

民
勃
大
棚
査
　
　
問
流
2
9
年

国
勃
調
査
　
　
　
明
冶
2
9
年

こ
の
よ
う
に
、
初
め
て
「
国
数

調
査
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た

消
防
設
備
士
賦
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
5
年
8
月
3
日

▽
場
　
所
　
北
九
州
大
学
（
北
九
州
市

小
倉
南
区
北
方
）

▽
受
付
期
間
及
び
場
所

昭
和
5
5
年
6
月
2
3
日
、
2
4

日
、
北
九
州
市
消
防
局

準
備
請
営
舎

▽
講
習
日
　
昭
和
5
5
年
1
月
1
9
日
、
2
0

日

▽
場
　
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
受
付
期
間
及
び
場
所

昭
和
5
5
年
6
月
泌
ロ
ー
7

月
1
0
日
∴
遠
賀
那
消
防
本

部

な
お
、
詳
細
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部

予
防
課
、
電
話
（
3
）
1
2
3
1
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

の
は
明
治
三
上
六
年
で
、
あ
る
幸

会
誌
に
発
表
さ
れ
た
個
人
の
粉
父

に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

∵
方
、
半
ば
公
式
に
使
わ
れ
た
最

初
は
明
浴
∴
上
九
年
で
、
囚
人
の

衆
駁
碇
識
月
が
捉
出
し
た
「
国
数

瀾
森
執
行
建
誠
染
」
が
そ
れ
で
す
。

そ
の
後
も
「
民
生
瀾
森
」
「
人
目

調
査
」
な
ど
や
い
ろ
い
ろ
用
い
ら

れ
ま
し
た
が
、
勅
許
二
十
－
∴
「

国
勢
調
査
に
関
す
る
法
律
が
成
立

し
て
、
明
冶
六
年
以
来
三
十
年
間

に
わ
た
る
〝
刷
新
〟
に
終
止
付
を

打
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
国
勢
の
撤
収
で
す
が
、

さ
き
に
あ
げ
た
国
務
調
査
執
行
建

議
寮
に
は
、
次
の
よ
う
に
磨
か
れ

て
い
ま
す
。「

川
砂
溺
森
は
全
国
人
民
の

現
状
即
（
す
な
れ
）
ち
、
男
女
、

年
齢
、
職
業
、
身
上
の
有
様
1

－
中
軸
　
－
　
に
つ
き
梱
細
に
現

実
の
状
況
を
調
茶
す
る
も
の
に

し
て
一
た
び
こ
の
調
査
を
行
う

と
き
は
金
田
の
蒔
劾
こ
れ
を
撃

士
（
し
。
ご
つ
じ
き
王
に
見
る

を
裡
べ
L
L

こ
の
麺
凝
集
か
ち
、
圃
場
と
は
、

国
の
錐
い
で
も
国
の
劾
力
で
も
な

く
、
正
し
く
は
園
の
舶
劫
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
な
か
に
は
国
勢
調
査
を

「
こ
く
せ
い
駒
森
」
と
よ
ぷ
人
も

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

も
、
個
動
の
せ
い
で
す
か
ら
「
こ

く
せ
い
棚
番
」
が
証
し
く
、
多
勃

（
た
せ
い
、
お
お
せ
い
）
の
せ
い

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

票のこだ力く開代時新
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6月下期の遠賀町主要行事
時は金なり。あなたの遅刻で困るのはあなたではありませんoあなたはチョツトの遅れかも知れませんが、定刻に

集った人はいい迷惑。決められた時間を守りましょう。

日 �曜 �行　革　内　容 �時　間 �実施会場匡中　日的及び主軸象等 ���梯∴老 

5月20日 ） 6月21日i ��日本脳炎 　　予防接種 � �町内病院【 医院1 �住民課上以上の人 ��詳細は 8ページ 

1車 ��乳　　　児　　　相　　　談 �9：勘繰他年度萩中－6カ朋1整ジ 

19 �木 �翻中間鵬老人大学離110藍。 ��澤央画社会教計 ��� 

2車 ��パiご∴ミントン教室l �19：00－i 　21：00 �広渡小学校 体育館 �〃 � � 

22 �li �衆議院議員総選挙L ���I i �� 最高裁判所裁判官国民審査 � ��i � 

参議院談貫通滞選挙 

2中 �� �13：00－ 16：00 �（郵便局機） �禰祉課i � �詳細は 

24 �火 � �9：00－ � �ム �� 

10：00－ 15：00 �遭∴龍∴町 中央公民館 �社会教早　　　l 

25 �l水 � �9：30－ �遼翻爛l福祉封印隅生動 　　　1 ��� 
13：10－ 14；00 �速∴賀町 中央公民館 �正司「∴∴∴十灘。号 

26 27 �：、 � �1㌢引継民怒 ��社会教謙l �� 

合 �妊∴∴∴姐　　　相　　　談 �10：00－ 11：30 � �仕臆言親好龍郷 　i ��詳細は 8ページ 

6月27日 （ 6日30日 �� �9：00－ 16：30 � � �i∴「∴∴∴∴ 

28 29 �l �（もれ者） � ��∴∴一一∴∴ 

il �マ　マ　さ　ん　卓球教室 �19：00－i 21：00 �軸学車社会数醜上庭臥　i 

未来をひろくみちしるベ10月1日は　国勢調査

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
4
月
ま
で

人
工
呼
吸
法
講
習
会

遠

賀

郡

消

防

番

例
年
、
シ
」
ス
ン
に
な
る
と
水
難
が

多
く
発
生
し
、
尊
い
命
が
失
な
わ
れ
で

い
ま
す
が
、
5
月
末
ま
で
に
県
下
、
l

才
か
ら
Ⅱ
才
ま
で
1
4
名
も
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
人
工
呼
吸
法
の
正
し

い
行
い
方
を
身
に
つ
け
て
、
1
人
で
も

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
次
の
日
程
で

譜
習
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
一
般
の
方

の
多
数
の
受
譜
を
希
望
し
ま
す
。

6
月
2
8
日
∴
広
渡
小
学
校
体
育
館

7
月
5
日
∴
滋
木
小
学
校
体
育
館

以
上
2
日
間
と
も
1
3
時
～
1
5
時
ま
で
で

す。


